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1. 現在までの取組みについて 

3 月 11 日に発生した「東北地方太平洋沖地震」への復旧・復興支援に向けた建設部会の取り

組み状況としては、部会員の大多数が企業に属していることから、会員各位が企業活動の一

環として、夫々の立場から日々「復旧・復興活動」を実施している。 
また、建設部会としての活動は、①技術懇談会、②討論会等を開催・実施した。 
 

2. 建設部会：技術懇談会の活動 

東日本大震災の復興支援への取り組みとして、東北支部が提起している「喫緊の課題」と「中

長期的な課題」に対する「取り組むべき課題解決」や「アイデア・方策」等に関する意見交

換を実施した。（4 月 13 日（水）、5 月 19 日（木）2 回開催（技術士会：葺手第 2 ビル会議室））

・ 現地支援に関する事項 
・ 復興計画に関する事項 
・ 避難所生活者への支援に関する事項 
・ その他（公益社団法人に相応しい情報発信、広報活動等） 
 

3. 建設部会討論会（東日本大震災の復興支援への取組みについて） 

平成 23 年 6 月 3 日（金）弘済会館において、建設部会討論会を下記の内容で実施した。 
・ 防災支援委員会、防災会議の取り組み状況（現地調査報告含む） 
・ 建設部会：技術懇談会における取り組み状況（議論） 
・ 討論会（アイデア出し：フリーディスカッション方式） 
状況報告後、参加者（42 名）全員によるフリーディスカッションを実施し、以下の様な支援

活動のアイデア・取り組み方針と実施に当たっての留意点が確認された。 
・ 企業としての支援ではなく、技術士として相応しい支援活動 
・ 専門の異なる 20 部門の連携した支援活動 
・ 専門技術者の登録制度（人材バンク）活用システムの充実 
・ 長期にわたることが想定されるため、継続性が担保される支援活動 
・ その他（活動支援のための基金創設、情報収集・発信の機能強化） 等々 

4. その他 

・ 今後、討論会の結果を踏まえた建設部会としての提案事項を取りまとめる予定である。 

 


